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データ活用社会創成プラットフォーム協働事業体 

 

年度末におけるmdxポイントの取扱いについて（通知）  

 

 

 日頃より「データ活用社会創成プラットフォームmdx」をご利用頂きまして、ありがとうございます。 

 さて、このたびデータ活用社会創成プラットフォームmdxでは、年度末のポイント購入期限、3月のポイン

ト消費等について見直しを行い、以下のように取り扱うこととなりましたので、ご案内申し上げます。  

 

① 2023年度利用分のポイント購入期限の延長（1/31⇒2/29） 

ポイント購入申請受付期間を、以下の通り変更しました。 

 

 当該年度利用分：4月1日から翌年1月31日2月29日まで  ⇒延長 

 翌年度利用分（予約）：2月1日3月1日から3月31日まで ⇒短縮 

 

 ※新年度も切れ目なく（仮想マシンの停止を伴うことなく）mdxをご利用の場合は、3月中に翌 

年度利用分のポイント購入申請を行っていただく必要があります。  

 

② 3月のポイント消費を休止 

 2023年度利用分の購入期限を過ぎてからポイントがゼロになり、プロジェクトが停止すること

を防ぐため、3月1日から3月31日までの期間、ポイントを消費しないこととします。年度内にご

利用のポイントを購入される際は、3月は実質無料でmdxをご利用いただけますので、こちらをご

勘案の上購入ポイント数を検討ください。 

 4月1日 よりポイント消費が再開されるため、2024 年度に有効なポイントを保有していない場

合は、4月1日（月）01:10 以降残ポイント数がマイナスとなり、プロジェクトが停止しますの

で、ご注意ください。 

 

※3月は資源の増量申請に制限を設ける場合があります。 

 

③ 年度終了時におけるポイントのリセット（±0とする） 

mdxでは、プロジェクトが保有するポイントが枯渇し、プロジェクトのステータスが「停止」

状態となった後も、確保しているストレージの容量に応じてポイントが消費されています。 

その間に消費したポイントによって生じたマイナス分は通常、次にポイントを購入した時点でそ

こから清算されますが、年度終了時点(3/31深夜)における特別処置としてこのマイナス分を一律

で取り消します(ポイント残高を0にします)。 

言い換えると、翌年度にポイントを購入した際、昨年度に生じたマイナス分の精算は行われま

せん。逆に、年度末にポイントが余っていた場合も0になります。 

 

利用料金に関する詳細は、https://mdx.jp/guide/chargeをご一読ください。 

本件に関して、ご不明な点がございましたら、以下までお問合せください。 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

データ活用社会創成プラットフォーム mdx 問い合わせ窓口 

mdx-help [AT] mdx.jp 

https://mdx.jp/guide/charge

